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9月9日　質疑をする  つつみ栄三県議9月9日　質疑をする  つつみ栄三県議

10月22日　政府交渉（防衛省）での つつみ栄三県議
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　今
年
の
第
２
回
定
例
会
（
6
月
）
及
び
第
３
回
定
例

会
（
9
月
）
で
は
、
国
の
経
済
対
策
補
正
予
算
等
を
受

け
入
れ
て
、
6
2
8
億
円
に
上
る
予
算
規
模
で
事
業
を

実
施
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
9
月

補
正
後
の
予
算
規
模
で
は
、
約
6
，
5
3
3
億
円
と
な

り
ま
し
た
。
緊
急
雇
用
及
び
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
事
業

等
で
新
規
雇
用
者
を
創
出
す
る
事
業
な
ど
も
あ
り
ま
す

が
、
大
分
キ
ヤ
ノ
ン
な
ど
の
派
遣
切
り
、
雇
い
止
め
を

放
置
し
た
ま
ま
で
は
、
県
民
の
安
定
雇
用
を
望
む
要
望

に
は
こ
た
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
本
会
議
で
も
こ
の
問
題
を

取
り
上
げ
、
大
分
キ
ヤ
ノ
ン
な
ど
の
社
会
的
責
任
や
大

分
県
の
姿
勢
を
批
判
し
、
是
正
を
求
め
た
の
は
日
本
共

産
党
つ
つ
み
栄
三
県
議
だ
け
で
し
た
。

　ま
た
、
つ
つ
み
栄
三
県
議
は
、
10
月
21
日
か
ら
22
日

ま
で
新
政
権
に
対
し
新
日
鐵
の
ば
い
じ
ん
被
害
根
絶
、

中
小
企
業
の
仕
事
づ
く
り
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
な

ど
多
岐
に
渡
り
要
望
し
、
政
府
か
ら
の
説
明
を
受
け
意

見
交
換
し
ま
し
た
。



教　育

第
二
回
定
例
会

　6
月
18
日
か
ら
7
月
1
日

　

第
２
回
定
例
会
は
、

　

＊
「
大
分
県
立
学
校
の
設
置
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
」

　

＊
「
大
分
県
立
学
校
職
員
及
び
大
分
県

市
町
村
立
学
校
県
費
負
担
教
職
員
定
数
条

例
の
一
部
改
正
案
（
教
職
員
定
数
の
削
減

条
例
）
」
等
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
に
関
し
、
つ
つ
み
栄
三
県
議

は
議
案
質
疑
及
び
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

　

＊
「
大
分
県
立
学
校
の
設
置
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
」
に
つ
い
て
。

　

こ
れ
は
、
別
府
鶴
見
丘
高
校
定
時
制

及
び
大
分
中
央
高
校
・
碩
信
高
校
を
統

合
し
、
爽
風
館
高
校
を
設
置
す
る
条
例

改
正
で
す
。
高
校
等
の
統
廃
合
は
、
当

然
ク
ラ
ス
の
減
少
に
伴
い
、
教
職
員
の

削
減
に
も
繫
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

  

教
職
員
の
削
減
は
、
さ
ら
な
る
受
験
競

争
の
激
化
を
生
み
出
し
、
昨
年
の
よ
う
な

贈
収
賄
事
件
が
お
き
る
温
床
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
計
画
そ
の
も
の
の
見
直
し
を

強
く
求
め
て
、
反
対
し
ま
し
た
。

　

＊
「
県
教
委
汚
職
事
件
及
び
民
間
人

校
長
登
用
」に
つ
い
て
質
疑
。

　

県
教
委
の
汚
職
事
件
に
つ
い
て
「
県
民

の
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
事
件
が
起
き
た
の

か
。
一
体
だ
れ
の
口
利
き
で
、
何
の
為
に

不
正
が
行
わ
れ
た
の
か
な
ど
の
疑
問
に
は

答
え
た
も
の
に
は
な
っ
て
い
な
い
」
と
教

育
委
員
長
及
び
教
育
長
に
質
問
し
ま
し

た
。

　

ま
た
今
回
教
育
委
員
会
は
、
小
・
中
学

校
の
「
民
間
人
校
長
」
の
導
入
に
対
す
る

基
本
的
な
考
え
方
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
も
質
問
し
ま
し
た
。

　

答
弁
は
「
口
利
き
等
の
実
態
調
査
は
お

の
ず
と
限
界
が
あ
る
。
調
査
は
行
政
の
権

限
の
範
囲
内
で
、
可
能
な
限
り
行
っ
て
き

ま
し
た
」
（
教
育
委
員
長
）
と
実
態
解
明

に
は
至
っ
て
い
な
い
こ
と
を
認
め
る
と
同

時
に
、
こ
れ
以
上
の
調
査
に
応
じ
な
い
と

開
き
直
っ
た
答
弁
に
終
始
し
ま
し
た
。

　

ま
た
民
間
人
校
長
の
起
用
に
つ
い
て

7月1日　討論をする つつみ栄三県議

は
、
「
民
間
の
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用

し
て
、
保
護
者
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
的
確

に
把
握
し
て
、
従
来
の
固
定
観
念
に
と
ら

わ
れ
な
い
、
柔
軟
で
開
放
的
な
学
校
運
営

を
期
待
す
る
」
（
教
育
長
）
と
答
弁
し
ま

し
た
。

　

＊
「
大
分
県
立
学
校
職
員
及
び
大
分

県
市
町
村
立
学
校
県
費
負
担
教
職
員
定

数
条
例
の
一
部
改
正
案（
教
職
員
定
数

の
削
減
条
例
）」に
つ
い
て
。

　

つ
つ
み
栄
三
県
議
は
、
「
今
回
の
条
例

改
正
は
、
県
立
学
校
職
員
の
定
数
を
５

名
、
市
町
村
立
学
校
県
費
負
担
教
職
員
の

定
数
を
１
２
２
名
、
合
計
１
２
７
名
も
減

ら
す
と
い
う
も
の
で
す
。
削
減
は
平
成
17

年
度
か
ら
今
回
ま
で
で
８
７
５
名
に
も

上
っ
て
い
ま
す
。

　

い
ま
必
要
な
の
は
、
教
職
員
の
削
減
で

は
な
く
、
多
く
の
保
護
者
、
教
育
関
係
者

が
強
く
望
ん
で
い
る
少
人
数
学
級
を
拡
充

す
る
こ
と
で
す
。
」
「
県
と
し
て
す
べ
き

こ
と
は
、
少
人
数
学
級
の
拡
大
や
正
規
教

職
員
の
増
員
、
臨
時
講
師
の
解
消
、
学
校

統
廃
合
の
再
検
討
な
ど
、
学
校
教
育
条
件

の
整
備
・
充
実
の
た
め
に
予
算
面
か
ら
の

支
援
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
」
と
教
職
員

定
数
の
削
減
に
は
反
対
い
た
し
ま
し
た
。

９
月
16
日

教
職
員
組
合
共
同
闘
争
推
進
委
員
会
が
知
事
・
教
育

委
員
長
に
対
し
『
子
ど
も
の
貧
困
解
消
等
を
求
め
る

要
望
』
を
提
出

10
月
22
日

教
職
員
の
増
員
を
求
め
文
部
科
学
省
へ
申
し
入
れ
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2009年第2回・3回定例会の主な議案に対する各会派の態度と結果
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○：可決・賛成　　×：否決・反対　　県民ク：県民クラブ（社民・民主など）　　無所属：無所属の会
　　　　　　　　　　　　　　　　　

第
三
回
定
例
会

　9
月
1
日
か
ら
9
月
15
日

中小企業
支　援

日本共産党は第2回定例会では26本の議案に対して、23本賛成、3本に反対しました。
第3回定例会では31本の議案に対して27本に賛成、4本に反対しました。

結果 共産 自民 県民ク 無所属
 

第二回定例会（抜粋）

議案・請願・意見書など 

議案・請願・意見書など 

平成21年度大分県一般会計補正予算

大分県立学校の設置に関する条例の一部改正
大分県立学校教職員及び大分県市町村立学校県費負担教職員定数条例の一部改正 

後期高齢者医療制度の廃止を求める意見書

所得税法第56条の廃止を求める意見書 
義務教育費国庫負担金制度堅持・教育予算拡充を求める意見書

第三回定例会（抜粋） 

平成21年度大分県一般会計補正予算 

　県内企業の貿易等に関する調査・中華人民共和国 

　環境問題への取組等の調査・イギリス、フランス

　初等中等教育に関する調査・アメリカ
米価の回復と価格の安定及びミニマム・アクセス米の輸入中止を求める意見書 

地方財政の安定的運営に関する意見書 

　

第
３
回
定
例
会
で
は
中
小
企
業
支
援
に
つ
い

て
、

　

※

中
小
業
者
の
倒
産
防
止
に
つ
い
て

　

※

中
小
企
業
融
資
問
題
に
つ
い
て

質
疑
し
ま
し
た
。

　

※

中
小
業
者
の
倒
産
防
止
で
は

　

「
県
と
し
て
大
企
業
呼
び
込
み
や
そ
の
関
連

下
請
け
だ
け
の
支
援
や
建
設
業
等
か
ら
の
業
種

転
換
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
県
内
中
小
業

者
全
般
へ
の
支
援
こ
そ
必
要
で
す
」
と
、
さ
ら

な
る
支
援
を
求
め
た
。

　

こ
れ
に
対
し
知
事
は
、「
緊
急
経
済
対
策
の
み

な
ら
ず
、
県
経
済
の
中
長
期
的
・
継
続
的
な
発
展

の
た
め
に
は
、
産
業
集
積
の
高
度
化
・
重
層
化
や

経
営
革
新
、
新
技
術
の
開
発
へ
の
支
援
な
ど
を
行

う
こ
と
」
も
大
切
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

※

続
い
て
中
小
企
業
融
資
問
題
で
は

　

「
金
融
機
関
に
対
し
て
融
資
の
制
度
説
明
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
」
と
質
問
し
ま
し
た
。
商
工

労
働
部
長
は
、「
今
後
も
金
融
機
関
に
対
し
、
必
要

に
応
じ
て
、
融
資
や
保
証
の
制
度
説
明
を
行
う
と

と
も
に
、
中
小
企
業
の
理
解
と
納
得
が
得
ら
れ
る

よ
う
な
丁
寧
な
窓
口
対
応
に
努
め
る
よ
う
要
請
を

行
っ
て
い
く
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　　

議
員
の
海
外
視
察
の
派
遣
も
議
決
さ
れ
ま
し

た
。
当
初
は
、
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ

ン
ス
、
中
国
に
の
べ
26
人
が
参
加
を
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
約
１
３
０
０
万
円
の
費

用
を
か
け
て
、
海
外
視
察
の
必
要
性
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。
つ
つ
み
栄
三
県
議
は
、
「
今
、

派
遣
切
り
や
年
収
２
０
０
万
以
下
の
ワ
ー
キ
ン

グ
プ
ア
が
た
く
さ
ん
い
る
時
に
、
ま
た
財
政
が

ひ
っ
迫
し
て
い
る
時
に
、
議
員
が
海
外
視
察
に

行
く
の
は
中
止
す
べ
き
で
は
な
い
か
」
と
い
う

立
場
か
ら
、
一
人
本
会
議
で
議
員
派
遣
に
反
対

し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
マ
ス
コ
ミ
か
ら
も
報
道
さ
れ
ア
メ
リ

カ
へ
の
視
察
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し

そ
れ
で
も
費
用
は
約
６
０
０
万
く
ら
い
と
見
込

ま
れ
て
ま
す
。

9月9日　質疑をする つつみ栄三県議
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県政に対するご意見・ご要望・ご提案、情報提供、県政報告をお読みになった
ご感想などをお寄せ下さい。
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2
0
1
0
年
度
の
県
予
算
へ
の
申
し
入
れ

申し入れ
　10
月
８
日
、
来
年
度
予
算
編
成
に
関
し
て
日
本

共
産
党
大
分
県
議
団
は
県
に
対
し
て
申
し
入
れ
を

行
い
ま
し
た
。

　

＊
＊
申
し
入
れ
内
容
＊
＊

　　

国
民
の
暮
ら
し
や
営
業
は
、
新
自
由
主
義
の
も
と

構
造
改
革
路
線
に
よ
っ
て
、
ず
た
ず
た
に
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
大
分
県
内
で
も
企
業
立
地
に
よ
っ
て
大
分

キ
ヤ
ノ
ン
な
ど
の
誘
致
が
す
す
め
ら
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
中
で
派
遣
切
り
や
雇
い
止
め
の
労
働
者
が
、
必

要
な
く
な
っ
た
ら
ゴ
ミ
の
よ
う
に
捨
て
ら
れ
、
ま
る

で
モ
ノ
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
と
い
う
状
況
も
生
ま
れ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
「
生
活
苦
で
自
ら
命
を
絶
つ
」

と
い
う
痛
ま
し
い
事
件
や
、
介
護
疲
れ
で
「
身
内
の

命
を
絶
つ
」
と
い
う
悲
惨
な
事
件
が
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
う
な
国
民
の
苦
難
を
取
り
除
く
の
が
本

来
の
政
治
の
責
任
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
政
府
が
打
ち
出
し
た
景
気
対
策
は
、

大
企
業
・
大
資
産
家
応
援
の
さ
ら
な
る
減
税
の
継
続

と
、
党
略
的
な
ば
ら
ま
き
が
主
で
あ
り
ま
し
た
。
景

気
対
策
を
言
う
の
で
あ
れ
ば
、
大
型
公
共
事
業
な
ど

の
浪
費
を
や
め
、
大
企
業
優
遇
税
制
と
軍
事
費
の
二

つ
の
聖
域
に
メ
ス
を
入
れ
る
こ
と
、
そ
の
う
え
で
、

経
済
政
策
の
軸
足
を
社
会
保
障
、
雇
用
、
農
業
、
中

小
企
業
、
地
域
経
済
な
ど
内
需
を
拡
大
し
、
家
計
応

援
の
政
策
に
転
換
す
べ
き
で
す
。

　

大
分
県
政
に
お
い
て
も
地
方
自
治
の
本
旨
に
沿

い
、
１
２
０
万
県
民
の
暮
ら
し
・
福
祉
・
教
育
を

応
援
す
る
政
治
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
県
民
の
切
実
な
要
求
を
実
現
す
る
予

算
を
組
み
、
各
項
目
に
つ
い
て
の
回
答
を
求
め
ま

し
た
。

　  

＊
＊
申
し
入
れ
項
目
︵
抜
粋
︶
＊
＊

＊
高
く
て
払
え
な
い
と
の
声
が
多
い
国
保
税
を

　

引
き
下
げ
る
た
め
県
の
補
助
金
を
支
出
す
る

　

こ
と
。

＊
低
す
ぎ
る
介
護
労
働
者
の
報
酬
を
抜
本
的
に
引

　

き
上
げ
る
こ
と
。

＊
新
日
鐵
の
粉
塵
、
ば
い
じ
ん
及
び
悪
臭
を
厳
し

　

く
規
制
し
、
発
生
防
止
の
対
策
を
講
じ
る
と
と

　

も
に
、
実
態
調
査
を
行
う
こ
と
。

＊
誘
致
企
業
に
対
す
る
雇
用
実
態
を
把
握
す
る
と

　

と
も
に
、
立
地
協
定
書
に
て
優
先
的
に
正
規
雇

　

用
を
行
う
よ
う
明
記
す
る
こ
と
。

＊
県
発
注
公
共
工
事
の
地
元
中
小
企
業
へ
の
発
注

　

率
を
高
め
る
こ
と
。

＊
高
校
の
学
校
徴
収
金
を
見
直
し
、
保
護
者
負
担

　

を
軽
減
す
る
こ
と
。
当
面
、
設
備
費
・
冷
暖
房

　

費
・
生
徒
会
費
・
進
路
指
導
費
な
ど
の
諸
経
費

　

は
自
治
体
の
負
担
と
す
る
こ
と
。
等
、　
　
　

　

2
3
5
項
目
の
申
し
入
れ
を
し
ま
し
た
。　

大
分
県
議
会
の
豆
知
識
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＊
一
般
質
問

　議
案
に
関
係
な
く
、
県
の
行
政
全
般
に
つ
い
て
、

知
事
や
教
育
委
員
長
等
の
執
行
機
関
に
対
し
て
見
解

な
ど
を
問
う
も
の
で
す
。
大
分
県
議
会
に
お
い
て
、

日
本
共
産
党
県
議
団
は
、
議
員
総
数
に
対
す
る
割
合

に
よ
っ
て
年
一
回
質
問
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、
時
間
は
30
分
以
内
と
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
答
弁
の
時
間
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
）

＊
質

　疑

　議
案
等
、
議
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

提
出
者
等
に
対
し
て
見
解
な
ど
を
問
う
も
の
で
す
。

大
分
県
議
会
に
お
い
て
は
一
般
質
問
と
質
疑
は
一
緒

に
行
っ
て
お
り
、
定
例
会
で
一
般
質
問
枠
の
な
い
会

派
は
質
疑
を
10
分
以
内
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
決

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
（
答
弁
の
時
間
は
含
ま
れ
て
い

ま
せ
ん
）

＊
討

　論

　委
員
会
報
告
の
後
、
議
員
が
議
案
に
つ
い
て
考
え

方
を
述
べ
ま
す
。




